
第 4章京都大学北部構内 BD30 区の発掘調査

浜！崎

1 調査の経過

一一‘ 1ごJ巳J、

京都大学北部構内は，白川の形成した扇状地上に位置する。この扇状地は人々の居住に

適していたらしく，北部構内のll～13 ・16 地点で縄文時代の遺跡が， 54 地点では弥生時代

と平安時代の遺跡の存在が明らかになっている（図版 1）。こうした中で、本調査区に北部構

内実験排水槽が設置されることになり，試掘調査をおこなったところ，弥生時代，平安時

代および江戸時代の遺物が出土したため，設置予定地全域の発掘調査をおこなうことにな

った。

2 層 位（図版ll，図16)

調査区の地表は標高約63m で，東から西へ緩やかに下がる。第 I層は現代の盛土。第 2

層は S X lの埋土である。 S X Iはド層の青灰色土を掘込んだ瓦溜で，江戸末期の瓦が出

土した。青灰色土は近世の耕作土で， S X Iに切られてし、る。青灰色土以下黄砂までの地

形は，調査区中央付近で南から北へ段状に低くなる。第3 層（赤褐色士）～第6層（暗赤褐

色土）は調査区北半部の中央付近に存する東西方向の凹地に堆積している（図18 梨地部分）。

第 3層と第 4層からは， 9 ～10 世紀の遺物が出土した。第 5 層は無遺物層であった。調査

区南半部では，盛土の下に茶祷色土（第 9層），淡褐色土（第10 層）がうすく堆積し，その下

はすぐに黄砂（第11居）となる。黄砂は上層の細砂から下層の磯混り車fl砂まで6層に細分で

きる。第12層になると直径が 2m近くもある花［同岩礁を含む醸が混じり，白川｜の土石流跡
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図16 調査区東壁の層位縮尺1/80
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26 京都大学北部分'/i'f内 B D30 区の発掘調査

と考えられる。この第12 層の堆積は北東が高く，西へ低くなりながら続くものの，南へは

調査区のほぼ中央で止まる。東から西へ流れた土石流の南端を検出したものと推定され

る。この土石流の発生は弥生前期末～中期初頭であろう。第13 層，第14 層はほぼ水平に堆

積したシノレト層で，第13 層の直上より縄文晩期の凸帯文土器小片が出土 Lko

3 近世の遺構（図版10- I，図17)

瓦溜，柵，溝がおもな遺構である。瓦溜はいずれも青灰色土上回で検出した。江戸末か

ら明治初頭の遺構である。 S X lは青灰色土を 10 ～20cm 掘一下げて，瓦を廃棄したものでP

南北長は 7. 7m に達する。 S X2, SX3 は深さ 10cm 程度の浅い瓦溜で小片ばかりが出土

した。 S X4 は深さ約 l m におよぶ深い瓦滴で瓦片も大きなものが多し、。これらの瓦溜か
ししくら けらば がんぶり

ら出土した瓦は，造りが非常に丁寧であることや，獅子口fl_；，蛾羽瓦，版振瓦まであるこ

とから，一般の民家に葺

かれていたものとは考え

難L、。 「改正京町御絵図

細見大成」慶応 4 (1868) 

年刊を見ると，本調査区

一帯には，土佐落邸が描

かれており，これらの瓦

は土佐藩邸内の建物に葺

かれていた可能性が高

し、。 t!lltSA I～S A8, 

溝 S D l～S D17 は方位

を真北から約l1 o東に振

る遺構群で，江戸後期の

耕作にともなう遺構と考

えている。 S D3 ～ SD 

8 ・sDI l～ S D16 はそ

れぞれ一群の遺構で，幅

半聞の畑の畝にともなう

ものであろう。 S A I～ 

SA4 ・8 A7 ・S A8 
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図17 近世の遺構縮尺1/200
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近世の遺構 27 

は耕作物の乾燥等に用いた柵の遺構であろう。

4 古代の遺構（図版10- 2 ，図18)

建物 S B I，柵S A9 ～S Al l，溝 S Dl8 ～S D21 ，土坑S Kl ～ S K3 がおもな遺構

である O 建物 S B Iは東西 2 間，南北 l聞を確認したが，北へ延びる可能性がある。柱間

は2. 1 mで，建物的方位は真北から東に50 振る。柱穴からは10 世紀前葉の遺物が出土した

(IZ!20 ）。 S A9 ～S All はし、ずれも 2 問分のみを縫認しえた柱穴列で、ある。 S A9 ・8 A 

10 の柱問は， 2. 1 m でS B I と同じであるが， S Al lは3. Om とやや長L、。方位は S AlO ・
S Al 1が 50 前後真北から東に振るのに対し， S A9 は15 度東に振る。各柵列の柱穴から，

10 世紀前葉の遺物が出土した。溝 8 1)19 ～S D21 は黄砂層の高い調査区南半で検出した。

方位はいす、れも真北から 14° 東に振り， 10 位紀前葉～中葉の遺物が出土した。 S Dl9 が最

も残りがよく， l隔50cm,

深さ 15cm を計る。 SK2 

は一辺約 I mの1,1. 品丸方形

の土坑で，深さは約50cm

であった。 ll世紀前半の

完形の土師器皿（田 6）や

壁土と思われる窃の入っ

た泥土塊が出土した。

以上が古代の遺構のお

もなものであるが，こし坑

は北半部の一段低い所で

多数検出され， ri'liは南半

部に分布した。調査区巾

央の段主を境にして，当

時の土地利用に差異があ

ったと忠われる。

5 遺物

（図19 ～21)

本調査では整理箱に25

箱分の遺物が出土した

¥ Y=2510 。 10m 

図18 古代の遺構縮尺1/200



28 京都大学北部構内 B D30 区の発加調査

が，近世の遺物が19 箱を占め，古代の遺物は 6 箱，縄文・弥生時代の遺物は小量であっ

たO 古代の遺物は主として S K l～ S KS, SD19 より出土した。以下では遺構出土の遺

物を中心にその概略を記す。

制文・弥生時代の遺物（図19) ill 1は打製石鍛，盟 2 は貯製石斧であるが， ill 1は黒

褐色土，皿 2 は暗褐色土からw士しており，原位置を保っているとは考えられない。その

ほか岡示していないが，縄丈:J:iii・弥生J：器の小片も出土している。

古代の遺物（図20 ・21) 士坑S K lからは，皿 3 ～盟 5 の土師器と皿 9 ・圃 10 の黒色

土器が出土したO 皿3 は口縁部に鋭い面取りを施した杯。皿 4 ・ms は10 世紀前半と思まっ
とる士師器皿で，「て」字状 11 縁手法 B1 類に相当する。 圃9 ・皿 10 は黒色土器の鉢とま星で

陪文をもち｜勾面全面と外面の口縁部に炭素を吸着させている。土坑SK 2 からは土師器

皿cm 6）と灰祁1陶器の椀（皿 7)が出土した。 ill6 はB3 類にあたり， ll世紀前半のもので
ある。園 8 はS K3 から出土した緑粕陶捺の皿で，須恵、質に焼成されており，黄色の斑点

をもっO 現lJは淡緑色を呈し，外商の口縁下部に

は一条の回線がはしる。土坑SK 4 からは，土

師器（ illll•illl2 ・ illl4），緑紬陶器cm 13 ），黒

色土器（困 15 ～E 17 ）が出土した。 illl2 は B1 類

の杯，亜 14 は護で内面に刷毛目を残す。皿 15 ・

illl6 は外面胴部と内面頭部に，暗文を施した撃

で，園 15 は内面胴部に刷毛目を残す0 illl7 は内

出全国に箆磨きを施した椀で，外面の口縁部に

は横振でを施し，それ以下には指頭圧痕を残

す。 SK5 からは土師器（皿18～阻21 ），須恵器

（皿25 ）が出土した。土師器はいずれも B1 類の

杯で， 10 世紀前葉のものと思われる。 E 18 は内

面に幅広の刷毛目を残す。亜25 は須恵器水瓶の

！良部である。 ill22 は S K 6 出土の高台のつく土

師器杯で B l類にあたる0 ill24 は S K7 出土の

黒色土器擁で，内面には丁寧な箆磨きの上に陪

文が施されている。置 23 は溝 S D19 出土の土師

掠皿で B2 類にあたる。 ill26 は S Al lの中央の

~ 0 2cm 

－一

。 5 cm 

図19 縄文・弥生時代の遺物
縮尺I/ I ( IlI I ), I /2 ( IlI 2 ) 
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丈一三

S K  1出土遺物（皿 3 ～llI 5土師捺， llI 9 ・E 10 黒色土法）， SK2 出土遺物cm 6土師器， 皿 7
灰紬陶器）， SK3 出土遺物cm a緑勅陶器）， S K  4 出土造物（ llill • IT12・ IT14 土師器， illl3
緑紬陶法， llI 15 ～盟 17 黒色土器）， S K  5 出土遺物cm 1s ～llI21 土師器， 国25 須恵掠）， SK6 
出土遺物（国22 土師器）， SK7 出土造物（ llI24 黒色土器）， S Dl9 出土遺物（ill23 土師器）， S A  
1 l出土遺物（llI26 須恵器），陪褐色土層出土遺物（皿27 ・llI29 土師器， llI28 • llI30 ・llI31 須恵器），
赤褐色士層出土遺物（llI32 ～llI35 土師器， llI36 緑粕陶器， llI37 ～llI41 須志器）

ヌ日~- -1 
図20
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ピットから出土した須恵器広口査の口'11ミ1郊である。 III27～III31は第4fi良から出土した造物

である。皿27は口縁部に 1段の横撫でを施す土師器杯。置28は高台のつく須恵器杯の底部o

III29は土師捺高杯の杯部と軸部の一部である。脚部の断面は八角形で表面は丁寧に磨きあ

げられている。皿30は須恵器杯蓋。 III31は須忠器の妥るもの口縁部である。皿32 ～皿41は第3

調査区出土軒平瓦図21

9世紀のものとIII32 ～臨めは土師器の杯。皿32 ・皿33 はA1 類の杯で，憎から出土した。

皿37

～III 41は須忠器であるがIII40以外はし、ずれも生焼けで灰白色を呈する。皿37は宝珠のつま

みのつく杯長。皿38 ・III39は杯。 III38には外にふんばる高台がつく。国40は査の口頚部で

r:1縁端部は上下に伸びる。 III41は査の底部。皿42 はSKSから山土した平安前期の均整唐

聞36は緑柚陶器JIU.の底部で蛇の目高台がつく。皿34 ・皿35はB1類の杯O思われる。

III 43 は表土から出土した平安中期の均整唐草文軒平瓦である。1,t 文軒平瓦であり，

結

今回の調査により，（ J，生時代の地形・環境や，王子安前・ r11 期および江戸末期の本調査区

一帯の状況を明らかにできた。弥生時代につし、ては，弥生前・中期ごろは本調査区一帯が

、l 
J
 
6 

この時期白川の谷であったが土石流により白川の流れは南に押しやられたことが判明L,

の地形・環境復原の貴重な資料を得た。また，平安前・中期の遺構，造物の出土状況が，

にごく近いと想定している 9地点（図版 1）の状況に似ていること

から，本調査区がその寺域内に含まれている可能性が高いことがわかった。また，幕末の

土佐藩i郊のものと出われる遺構，遺物をはじめて明らかにできたO

この時期の「寺院社J


